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装鋼板「ウエルコート K-7 J を開発している。





第 5 章，第 6 章ではウエルコート WNの製造条件および自動車用防錆処理鋼板としての実用性能につ
いて述べ，ウエルコート WNがすぐれた自動車用鋼板であることを示している。















(3) これらの結果に基づき， Zn-13%Ni-2 % Fe-0.03%Cr めっきを10 g /ní施した鋼板に(1)で記し
た溶接可能塗料を 5μm塗装することにより加工性，耐食性のすぐれた溶接可能塗装鋼板の開発に成
功し，現用製品の問題点を解決している。
(4) めっきと塗装を同一ライン内で連続して行う新方式の製造プロセスを確立し低コスト生産を可能に
するとともに，自動車用鋼板としての実用特性データを多数蓄積し，すでに主要自動車メーカーで実
用化が始まっている。
以上のように，本論文は基礎研究から開発研究を基礎として新方式の製造フ。ロセスを確立し，実用化
に成功しており，材料化学および自動車工業に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
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